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問題 4-1 地層の上下問題 

 

  下図はある露頭の図である。地層は、H－Ｈ’を境に A 層、B 層に大別され、B 層に

は断層 F が形成されている。以下の問いに答えよ。 

 

① A 層と B 層との境界面（H－Ｈ’）は何か。 

② 断層 F は次の(a)，(b)のどちらか。 

  （a）正断層    （b）逆断層 

③ 次の（a）～（d）のできごとを古いものから新しいものへ並べ替えよ。 

  （a）断層 F の形成   （b）A 層の堆積   （c）H－Ｈ’の形成   （d）B 層の堆積 
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問題 4-2 三点図法を用いた問題 

 

① A，B，C の 3 地点には、石灰岩層の上面が露出している。この石灰岩層の走向、

傾斜を調べ、地形図に上面（地層境界線）を描きなさい。 

② D 地点から鉛直方向にボーリングをすると、何 m 掘ったら石灰岩層の上面に達す

るか。 

③ この石灰岩層は鉛直方向 100m 掘ると、下面が現れる。地形図に下面（地層境界

線）を描きなさい。 
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問題 4-3 不整合の問題 

 

① この地形図内には、XX 層群と YY 層群が分布する。両層群は不整合の関係であ

る。不整合面の走向・傾斜を求めなさい。 

 

② YY 層群は、石灰岩層 Y2 を挟在している。A，B，C，D の 4 地点で鉛直方向にボ

ーリングした場合、石灰岩層 Y2 に達することができる地点はどれか。 
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問題 4-4 逆断層の問題 

 

地形図内には、下位より T1 層、T2 層、T3 層の 3 層が累重している。T2 層の厚さは

10m と非常に薄い。また、この地域には走向 N70W の低角の逆断層が発達している。

この地形図内で、鉛直方向にボーリングした場合、T2 層に 2 回達することができる地

域を示しなさい。また、上盤の T2 層に、下盤の T2 層に、それぞれ 1 回達することが

できる地域を示しなさい。 
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問題 4-1 の解答 

 

① A 層と B 層との境界面（H－Ｈ’）は何か。 

答え  不整合面 

 

② 断層 F は次の(a)，(b)のどちらか。 

答え  (a)正断層 

 

③ 次の（a）～（d）のできごとを古いものから新しいものへ並べ替えよ。 

   答え  (d)→(a)→(c)→(b) 
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問題 4-2 の解答 

 

① A，B，C の 3 地点には、石灰岩層の上面が露出している。この石灰岩層の走向、

傾斜を調べ、地形図に上面（地層境界線）を描きなさい。 

答え N80E 20S 

 

② D 地点から鉛直方向にボーリングをすると、何 m 掘ったら石灰岩層の上面に達す

るか。 

答え 150m 

 

③ この石灰岩層は鉛直方向 100m 掘ると、下面が現れる。地形図に下面（地層境界

線）を描きなさい。 

 

6

300 

400 

 

0                  

 

00 

5

A 

B 

    1km 
00 

300 C D 

7

400 

3
00 



問題 4-3 不整合の問題の解答 

 

① この地形図内には、XX 層群と YY 層群が分布する。両層群は不整合の関係であ

る。不整合面の走向・傾斜を求めなさい。 

答え N60E 8E 

 

② YY 層群は、石灰岩層 Y2 を挟在している。A，B，C，D の 4 地点で鉛直方向にボ

ーリングした場合、石灰岩層 Y2 に達することができる地点はどれか。 

答え A，B 

 

 8



問題 4-4 逆断層の問題の解答 

 

地形図内には、下位より T1 層、T2 層、T3 層の 3 層が累重している。T2 層の厚さは

10m と非常に薄い。また、この地域には走向 N70W の低角の逆断層が発達している。

この地形図内で、鉛直方向にボーリングした場合、T2 層に 2 回達することができる地

域を示しなさい。また、上盤の T2 層に、下盤の T2 層に、それぞれ 1 回達することが

できる地域を示しなさい。 
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